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暑さに負けない米作り！水口からの流し込みで、らくらく 施肥！

比重が一般的な化成肥料の半分程度でとても軽く、水にも素早く溶けるので水口から流し込むだけで水田全体に拡散する。

①水尻をしっかり止める（畦畔にネズミ穴など、漏水箇所が無いかも確認する）

②流し込みを始める前に、ひたひた状態に水位を落とす

③水口から入水を開始し、5分程度待つ（田んぼに水道（みずみち＝水の流れ）ができるまで）

④肥料袋の角をカットして、水口から肥料を流し込む（1袋あたり5分程度）

⑤流し込みが終わっても入水を続け、水位を10センチ以上までたっぷり上げる

⑥施肥後3～4日は落水をせず、田んぼには入らない

※水口が複数ある水田では、入水している水口の全てから流し込む
※水流の目安は、1時間で1センチ水位が上昇する程度
※1ヘクタールなどの大型圃場 (ほじょう)では、2回程度に分けて流し込む。他の圃場を回りながら同時作業が可能。

「らくらく 施肥」とは

サンアグロが提案する「らくらく®施肥」は、肥料を水口から流し込むだけの省力的な施肥
（追肥）方法。暑い夏に、重たい動力散布機を担いでの肥料散布は、大変な重労働。「らく
らく®施肥」なら、水稲の穂肥はもちろんのこと、生育途中の微妙な生育管理でも「らくら
く」施肥できることから、とても便利な施肥方法として各地で普及しています。
近年は、一発肥料を使う生産者が増えていますが、猛暑によって途中で肥料が切れてしま

い、お米を太らせるための登熟期に栄養が不足し、葉色がさめる現象が増えています。また、
登熟期の栄養失調による稲の夏バテは、高温障害や登熟不良につながり、収量低下や等級落
ちが度々発生しています。そんな時には、水口からの流し込みで、簡単に肥料が補給できる
「らくらく®施肥」がお勧めです。

使用するのは、空気を含んだ特殊な形状（ポーラス状）の専用肥料

やってみれば意外に簡単！！「

【詳しい使用方法について】
https://www.sunagro.co.jp/pickup/rakurakusehi/

作業手順はとてもシンプル
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日本でも屈指の米産地である新潟県上越市で、数年前から「らくらく 施肥」
に取り組んでいる水稲農家の栗本さんと篠宮さん親子を取材しました！

岡山県岡山市にて『らくらく千代田流し込み』の動画撮影
を行いました。（YouTube掲載）
詳しくは右記のＱＲコードを読み取りご覧ください。

らくらく施肥動画（2021年8月19、２６日撮影）
場所：岡山県岡山市
品種：にこまる
面積：１０a（５０ｍ×２０ｍ）
田植日：6月21日
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